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表 1 ジョブ・カード制度の訓練の基準  

 
・資料 : 厚生労働省リーフレット「ジョブ・カード制度のご案内」p.2、8
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○ 就職情報の読み方・使い方

 就職活動の手段、就職情報のメディアは、どんどん多様化しています。ハローワークの求人票を

はじめ、求人情報誌、新聞やチラシの求人広告、インターネットの就職情報サイト、企業のホームペ

ージ、就職面接会など、さまざまな手段を使いこなすためには、それぞれの特徴をよく知っておくこ

とが必要です。

 

ハローワークの求人票 

 特色は･･･求人検索パソコンや職種ごとにまとめたファイル等によって公開しており、仕事の内容

から労働条件、社会保険の加入状況まで、応募時に必要な基本的事項を記載しています。全国・

全業種・全職種に共通の様式なので、比較検討がしやすくなっています。ハローワークに出向い

て求人票を見る場合、わからない点があれば窓口の担当者に企業へ問い合わせをしてもらったり、

遠隔地の求人票を見せてもらったりすることもできます。

また、適当な求人票がない場合でも、窓口の担当者が親身に職業相談にのってくれ、代わりの

求人票を提示してもらったりすることもできます。利用は無料です。 

 こういう人に･･･就職活動を初めてする人、フリーター歴の長い人、雇用保険の受給のためにハロ

ーワークに定期的に出向く人、相談しながら仕事を探したい人、正社員の求人もアルバイト･パ

ートの求人も両方見たい人、近県や全国各地の求人を探したい人などにむいています。 

 こんな点に注意･･･地域、曜日、時間帯によってハローワーク内が非常に混雑する場合があるので、

ゆっくり求人票を閲覧したい場合はできるだけ空いている時間帯を選ぶとよいでしょう（一般的

には、午前中のほうが比較的空いています。雇用保険関係の説明会が開催される定例日などは特

に混雑することが多いようです）。

原則としてサービス利用時間は８時３０分から１７時１５分ですが、一部、平日夜間及び土曜

日にも求人票の閲覧ができるハローワークもあります。 

 

   → 求人票の確認ポイント（ｐ３０）

 



30 

 

 

求人票の確認ポイント

 
 

 

 

①気になる

求人の求人

番号は、メモ

しておくと、

問い合わせ

や再検索の

際に便利。 

③ 会 社 の

特長や事業

内容に関す

る記載を手

がかりに、

具体的なイ

メージをつ

かむ。 

④保険への加入

状況、社宅など

の福利厚生面、

利用できる制度

等入社後の生活

設計に関わる点

もよく確認。 

⑧就業場所は

会社の所在地

や面接場所と

異なる場合が

あるので通勤

可 能 か ど う

か、よく確認。 

⑦求人年齢など

が該当しない場

合でも、応募者の

能力・経験・熱意

等により応募で

きることがある。

窓口で相談した

方がよい。 

⑨雇用形態が多様

化しているので、常

用雇用か、期間の定

めのある雇用契約

か確認が必要。派遣

については職種や

就業場所、仕事内容

欄にも表示がある。 

⑥同じ職種名

でも企業によっ

て使われ方が違

う場合がある。

職種名だけにと

らわれず、具体

的な仕事の内容

をよく確認。 

⑤応募の準

備に不足な

点がないよ

う、携行品

や担当者、

面接日時等

⑩学歴・経

験・免許資格等

の要件は、面接

時のポイント

にもなる。特に

専門技術に関

する資格要件

はよく確認。 

⑪就業時間や交

替制の有無、残

業、休日などの条

件が自分の希望

条件と合うか、無

理なく就業でき

るか確認。 

⑫毎月の基本給や手

当を記載。ここから税

金や社会保険料が差

し引かれた額が手取

り額。中途採用では経

験の違いなどに対応

するため、額に幅を持

たせた記載が多い。 

⑬ 特 記

事項とし

て補足情

報が記載

されてい

る場合も

ある。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

② 求 人

票だけで

はわから

ない会社

の 情 報

は、ホー

ムページ

で収集。 

① 

② 

③ 

④ 

⑥ 

⑨ 

⑦ 

⑪ 

⑩ 

⑫ 

⑧ 

⑤ 

例 例 

⑬ 

をよく確認。
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求人情報誌 

 特色は･･･アルバイト向け、技能者向けなど、ターゲットを絞って編集されていることが多く、通

常は有料。書店、コンビニ、駅売店などで手軽に購入でき、自宅でゆっくり目を通すことができ

ます。職場の写真、担当者のコメントなど、具体的な情報を提供する工夫がなされている場合も

あります。職種にもよりますが、若者向けの求人が多く、年齢が上がるにつれて情報が少なくな

る傾向があります。 

 

こんな人に･･･気が向いた時に一人でゆっくり情報を見たいという人、自分で情報の内容を確かめ

たり、企業にアポイントメントを取ったりできる人、希望の職種や業種が比較的はっきりしてい

る人などにむいています。 

 こんな点に注意･･･一度に大量の部数が発行されているので、企業や職種によっては応募者が集中

し、募集がすぐに締め切られる場合があります。企業独自の職種名や専門用語が使用されている

ケースでは、自分が受けたイメージと実際の仕事との間にギャップを感じる場合もあるので、分

からない点があれば問い合わせの時などに求人企業によく確認することが大切です。また一冊当

たりの単価は高くはないものの、長期間多種類を購入すればそれなりの出費となります。 

 

求人広告 

 特色は･･･新聞・雑誌の求人欄や折込みチラシなどのメディアで、無料で見ることができます。限

られたスペースで情報量も必要最小限であることが多いので、求人企業に問い合わせる手がかり

として利用するとよいでしょう。 

 こんな人に･･･情報収集のために特別に割ける時間がない人、募集している企業の所在だけでもと

りあえず知りたい人などにむいています。 

 こんな点に注意･･･メインの情報源として頼るには、情報量が十分とは言えないので、自分で追加

情報を収集するつもりで使いましょう。掲載が不定期の場合、見逃さないよう日頃より気をつけ

てチェックしておくことが必要。掲載された刊行物の発行回数などにもよりますが、広告の有効

期間は比較的短いものと思ったほうがよいでしょう。 




